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はじめに
愛知県は、自動車産業及びその関連企業が多く立
地するために、そこで働く外国人労働者の多い県と
なっている。とりわけ、日系ブラジル人数は全国第
1位である。また、日系ブラジル人の場合、家族で
生活しているものが多いことから、子どもの教育が
重要な課題の一つであると考えられる。
そこで､私たちは､保育者養成に携わる者として、
日系ブラジル人労働者の子どもの育ちについての調
査研究を試みた。
I序章
1．日系ブラジル人労働者の生活世界と子どもの教育
まず、日系ブラジル人の生活について考えたい。
在日、日系ブラジル人の生活が揺らいでいる。移民
なのか、デカセギ労働者なのか、多くの日系ブラジ
ル人自身が迷いつつ子育てをしている。
1985年ころから日系ブラジル人のデカセギ労働
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者が出始め、1990年の日本政府による入国管理法
（「出入国管理および難民認定法(昭和26年政令第
319号）」）の改正によって、一挙に日系ブラジル
人の日本へのデカセギが拡大した。1980年代日本は
バブルの時代で、単純労働者不足が続いた。1985年
ころは、ブラジルである程度生活基盤が安定し、航
空運賃を用意できるだけの財力のあるものが単身で
デカセギに出て、より豊かになって帰っていった。
ブラジルでは、1987年ころから三桁を超えるイン
フレに見舞われ、1989年には、インフレは1,765％
に達した。そうした生活変動を背景に、1987年ころ
から日本からいろいろな人がブラジルに求人にいっ
た。ブラジルでは1990年3月、直接選挙によって、
コロール大統領が就任し、預金の一部凍結を実施し
た。そうしたなか1990年6月、日本政府は、入管法
の改正を行い、日系ブラジル二世・三世とその配偶
者が活動の制限のない「定住者」の資格で日本に滞
在できることを認めた。つまり、日系人は、合法的










